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（全戸配布） 

今まで、防災訓練と言えば、消火器の訓練、炊き
だし、起震車体験、煙道逃げ、天ぷら油消火、ロー
プワークなどやってきましたが、25 年度は「情報
収集」「情報伝達」を行いました。 

自主防災自主防災自主防災自主防災のののの基本基本基本基本    2013201320132013年年年年    11112222    月月月月    NNNNoooo....11111111        

防災だより 

「自助」に関する情報誌「自助」に関する情報誌「自助」に関する情報誌「自助」に関する情報誌                        発行者発行者発行者発行者        BBBB 地区茅ヶ崎自治会地区茅ヶ崎自治会地区茅ヶ崎自治会地区茅ヶ崎自治会    自主自主自主自主防災隊防災隊防災隊防災隊    

BBBB    

保存版保存版保存版保存版    

自らの[命・家族・資産]は自ら守る 

自主防災は[B 自治会]が防災隊 

防災は[近所の助け合い]が使命 

自助：
共助：共助：共助：共助：
近助：近助：近助：近助： 

25 年度 防災訓練について 

「情報収集」「情報伝達」「情報収集」「情報伝達」「情報収集」「情報伝達」「情報収集」「情報伝達」 

25 年度の防災訓練は、従来の訓練とは大

きく変わりました。訓練のテーマは「情報収「情報収「情報収「情報収

集と情報伝達」集と情報伝達」集と情報伝達」集と情報伝達」です。このテーマについて、

訓練の目的・意義・やり方などについて、役

員会事前会議及び役員会にて会を重ねてき

ました。 

会議では、話がスムースに進んだわけでは

テーマの「情報収集と情報伝達」「情報収集と情報伝達」「情報収集と情報伝達」「情報収集と情報伝達」とはどう

いう訓練ですか？ 

「情報収集」「情報収集」「情報収集」「情報収集」は、B 茅ヶ崎の被害の情報を

収集することです。 

「情報伝達」「情報伝達」「情報伝達」「情報伝達」は、収集した情報を防災拠点

へ「伝達」することです。 

訓練ではどうするのですか、 

訓練の日は被害の情報はありませんから、

「被害を想定」「被害を想定」「被害を想定」「被害を想定」します。家は、道路は、ラ

イフラインは、など「被害想定」をします。 

QQQQ；；；；    

    

AAAA：：：：    

    

    

    

QQQQ；；；；    

AAAA：：：：    

    

小出防災拠点小出防災拠点小出防災拠点小出防災拠点    

ＢＢＢＢ茅ヶ崎茅ヶ崎茅ヶ崎茅ヶ崎    

報報報報    
情情情情    

収収収収    
集集集集    

達達達達    
伝伝伝伝    

報報報報    
情情情情    

街区員が自街街区員が自街街区員が自街街区員が自街

区の被害を想区の被害を想区の被害を想区の被害を想

定する定する定する定する    

ありません。防災に関して話を聞いたり、話

合ったりした経験が少ないことから、理解で

きない状況の中で進めたために、話が戻った

り、横道にそれたりしました。 

しかし、訓練の成果として「防災を話合っ

た」こと、「被害を想定」したことなど有意

義でした。その内容の要旨を報告します。 

防災体制 

地震発生時 

防災訓練では 

街区員が、自街区の被害状

況を収集し、自主防災隊が

B 茅ヶ崎として集約する。 

被害情報を小出拠点へ行って、口頭で伝達

し、同時に支援・救援の要請をします。 

そして小出地域の被害状況を知りました。 

B 茅ヶ崎の被害状況を小出防災拠点へ伝達
すると同時に支援・救援の要請をします。 
小出地区や他地区の被害状況を知ります。 

今回は、街区員が被害を

想定し、防災部が B 茅ヶ

崎として集約した。 

情報元；茅ヶ崎市 自治連合会 防災部会  えのぽ（江の島・
藤沢ポータルサイト） 

情報収集情報収集情報収集情報収集    情報伝達情報伝達情報伝達情報伝達    
訓練テーマ 

本番・訓練 



    

被害を想定する訓練では、避難する状況を想定

していること。確実に被害がでることを想定して

６強以上としました。 

避難所は震度５弱から開設します。 

「被害の想定」は、各人の地震に対する体験、知

見、感覚によって決めます。「被害の想定」は各人

によって変わります。また日によっても変わって

きます。想定された被害は誰からも批判されませ

ん。批判することができる人もいません。 

 防災はすべて被害を想定することから始まりま

す。 

 

防災訓練のお話の前に、まず防災の基本的な考

え方について知っておく必要があります。 

それは、防災（減災）を確固たるものにする組織

体制の考え方です。 

・「自助」と言って、① 自らの命は自ら守る。 

・「共助」と言って、② 地域で助け合う自治会 

・「公助」と言って、③ 国・行政の支援・救援 

の大きく３つの枠組で組織を実現しています。 

自助自助自助自助    

公助公助公助公助    

共助共助共助共助    

７０７０７０７０    

２０２０２０２０    

１０１０１０１０    

地域の防災力地域の防災力地域の防災力地域の防災力    

自自自自助助助助    

QQQQ；；；；    

AAAA：：：：    

防災体制防災体制防災体制防災体制    

この中でもっとも大きく寄与するのが「自助」

の 70％です。次に「共助」の 20％。最後に「公

助」の 10％。この比率は、命を守る領域の重み、

言葉を変えれば責任の分担とも言えます。 

「自助」「共助」を“地域の防災力”と呼んでい

ます。今回の「情報収集」「情報伝達」訓練は「公

助」との組織連携する訓練と言えます。 

「公助」は、平常時の防災意識高揚・防災（減

災）の指導を行い、災害時は支援・救援すること

となっています。しかし、TV などで見る救援は

発災後数日たっています。自らの命は自ら守ると

いうことは、3 日～数日は救援・支援がないので

自らが守ることになります。 

 

今回の防災訓練で得られた成果と評価 

このような訓練は初めてでしたので、小出自治

会連合会 防災部へ出かけ、趣旨・目的・実施要領

などを打ち合わせしてきました。 

役員会及び事前打ち合わせは６回も重ねてきまし

た。 

「防災訓練で話し合う」経験がなかったため話し

合うこと自体が成果の一つと言えるでしょう。次

につなげる課題が見えてきました。 

防災の基本的な考え方「自助」・「共助」・「公助」 

２/2 

防災訓練について基本的な考え方は何ですか？ 

QQQQ；；；；    

AAAA：：：：    

もう少し、詳しく説明してください。 

QQQQ；；；；    

AAAA：：：：    

「被害の想定」はどのように考えるのでしょうか？ 

 

今回、初めて実施した防災訓練では、どうだったですか？ QQQQ；；；；    

AAAA：：：：    

QQQQ；；；；    

AAAA：：：：    今回の防災訓練では、「被害の想定」を各街区員

から提出して頂きました。新しい訓練課題に取り

組んでいただいた成果でした。 

しかし、見方を変えて、今後は一回の会議で周

知徹底できることを目指せば、今後の課題は大き

いと思われます。もっと防災意識を高めることは

もちろんですが、防災以前の B 茅ヶ崎が置かれて

いる状況（市境問題、防犯） 

などにも言及しておく必要性があります。 

成果はどうでしたか？ 

11B(1/2) 

 


